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一般社団法人日本粘土学会 平成 31年度第 1回常務委員会議事録 

 

日 時：平成 30年 9月 11日（火）12:00～13:00 

会 場：早稲田大学西早稲田キャンパス 53号館 101教室 

出席者：常務委員(13名)：山崎淳司、河野元治、中川昌治、佐藤 努、伊藤健一、蛯名武雄、小口

千明、川俣 純、田村堅志、手束聡子、日比野俊行、横山信吾、鈴木憲子 

委任状提出常務委員(1名)： 鈴木正哉 

監事(2名)：月村勝宏、志々目正高 

事務局：川島朝子 

成立確認：常務委員総数 14名の過半数 8名 

出席常務委員 13名、委任状提出常務委員 1名、合計 14名で常務委員会の開催は成立 

 

会議に先立ち、山崎淳司新会長および佐藤努新常務委員長より挨拶があった。 

 

審議事項 

１．常務委員役割分担について 

佐藤常務委員長より、平成 31年度の常務委員構成および役割分担等についての説明があった。 

名簿の所属修正をした後、各担当委員の業務についての確認をした。日比野粘土科学編集委員長

より、編集委員の委嘱についての質問があった。編集委員の委嘱は会長がするので、委嘱状が必

要な委員は各自で事務局に申し出て欲しい旨を日比野編集委員長から連絡をする事とした。 

以上、審議の上承認された。 

 

２．平成 31年度事業計画年間スケジュール 

佐藤常務委員長より、平成 31年度事業計画年間スケジュール表に基づき、各担当委員の主な業

務スケジュールが確認された。なお、以下の訂正・追加があった。 

(1) 9月 10、21日を 9月 10、11日に訂正。 

(2) 常務委員会および理事会：7月 27日 第 61回討論会案報告を第 63回に訂正。 

(3) 編集（Clay Science）：今年と来年の 9月 10、11日に編集委員会を追加。 

以上、審議の上承認された。 

 

３．粘土科学討論会について 

小口討論会実行委員長より、第 63 回粘土科学討論会の実施について以下の説明及び提案がな

された。会場は埼玉大学の 1 棟を 9 月 10、11 日全日、及び若手の会開催のために 9 月 9 日午後

を予約済、見学会は検討中で、秩父辺りを予定しているが希望があったら申し出て欲しい。佐藤

常務委員長より 12 月に本会ホームページで告知するのでそれまでに日程と大まかな実施要項を

確定をして欲しいとの依頼があった。 

鈴木委員より男女共同参画に関するセッションを実施したいとの提案があった。佐藤常務委員

長から方法がいくつか考えられるので、小口実行委員長および田村企画委員長と調整の上、上記

同様 12 月までに日時を決めることとなった。手束庶務委員より関連のアンケートを実施したい

との提案があり、次回（1月）の理事会までにアンケート案を策定し審議することとした。 

以上、審議の上承認された。 

 

４．その他 
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（1）日比野粘土科学編集委員長より論文の投稿数が減って、論文を掲載しない号がでている。論

文が無いと J-STAGEの該当号をクリックしても何も出ないという現象がおきてしまい問題である。

代わりに解説記事を載せたいが毎号だと予算上無理があるので、年に１〜２回を考えているとの

提案があった。どのような解説であるかとの質問があり、自身の研究、総説など特に限定はしな

いとの回答があった。編集委員会主導でテーマに沿って掲載することが望ましいとの意見があり、

編集委員会で検討する事とした。 

（2）Clay Scienceは電子化したので Editorial Boardの掲載が無くなってしまった。そこで Web

の Clay Scienceトップページに掲載することが提案された。また合わせて Clay Science冊子体

とバックナンバーの申し込み欄をトップページに作ることが横山広報委員長に依頼された。 

以上、審議の上承認された。 

 

報告事項 

特になし。 

 

 

 以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、常務委員長及び監事がこれに記名押印す

る。 

 

平成 30年９月２６日 

一般社団法人日本粘土学会 常務委員会 

 

常務委員長   佐藤 努      ㊞   

 

監   事   月 村 勝 宏     ㊞   

 

監   事   志々目 正高     ㊞   

 

 


